
  2012年のできごと 
 一番のビックニュースは、日本助産評価機構の適格認定を取得できたこと。 

 国内で4番目の認定助産所になりました。震災前よりスタッフみんなで、マニュ

アルの見直しをしたり、普段しているケアを文字に書き起すなど、130以上の評

価項目を満たすべく、第3者評価を受ける準備をしまし

た。そして5月、3人の調査員による現地調査を受け、

10月末に認定がおりました。「いいお産」といって

も、主観と感覚によるものでしかなかったものを、同じ

評価基準によって審査して、助産の質を保証していこう

という取り組みです。助産師みんなで助産師らしいケア

を伝承・発展させていけたらいいなあと思います。 
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元副院長、秋からパート

勤務で助産院に復活。 

助産師 中村 

近藤助産師、 

育休あけ復職。 

待ってました。 

ウエルカム。 

 

 

今年の夏は、 

記録的猛暑。 

首のタオルが 

助産院の制服の

ようでした。 

 助産院の分娩取り扱い基準が、 

年々、厳しくなっており、助産院での

出産を希望していても、病院転院と 

なるケースが増えてきています。 

連携の先生方には、温かく支えていた

だき、本当にありがたいです。 

 帝王切開も投薬もできない産み 

場所ですから、慎重に慎重に。人手と

時間をたっぷり使って、女性の産む力

を引き出します。赤ちゃんは宝物。 

 ぜいたくなこの時を共に過ごせるこ

とに、感謝します。 



 震災被害修復中（１月中に完了予定） 

 ようやく工事が開始、地震で壊れた壁や設備の修繕のためすっぽりシートにくる

まれて暮らしています。そろそろ余震がおさまってくれるといいのですが・・。 

 寒風ふきすさむ中、黙々と高所作業する職人さんのカッコいいこと！屋根には、

猛暑で話題になった遮熱塗料というのを使ってみました。きれいになったころ、遊

びに来てくださいね。 

 バランスボールやママのお茶会、ふくふくサロンなど、いろんなサークルや講座

が元気に展開されています。伊藤も４０代後半に突入。徹夜が少々つらくなってき

ました。何でもかんで

も抱え込むのはやめにして、

１０人の助産師、１０人の家

事・事務スタッフ、サークル

を支えてくれるスタッフやお

母さん達・・・みんなで作り

上げていく、とも子助産院を

目指そうと思います。 

携帯用ホームページ 

ブログ更新中 

おだやかで、平和な年となりますように。 

 皆様のご健康とご多幸をお祈りします。 

早坂助産師、ナースアウトにて。 

オリジナルはらおび 

デザイナー石澤の 

消しゴムハンコ作品 

開院から６５６番目の赤ちゃん。 

うぶ着・帽子・おくるみは、 

ミシンプロジェクトふくふくの作品 
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